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１．“第１回 ほこみち長崎未来ワークショップ”の開催状況

・国道34号⻑崎市桜町〜万才町の区間（約749ｍ）が歩⾏者利便増進道路（通称：ほこみち）に指定さ
れたことを踏まえ、国道34号周辺（岬のエリア）の活⽤⽅法について、地域の皆様と共に考えていく
ための「第1回 ほこみち⻑崎未来ワークショップ」を開催
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【⽇ 時】2024年3⽉19⽇(⽕) 18:30〜20:30
【場 所】⻑崎商⼯会議所 2階ホール
【参加⼈数】23名

主な内容
①岬のエリアの活動紹介

登壇者：中川 進吾 ⽒
（新興善地区連合⾃治会⻑／ほこみち⻑崎未来検討委員会委員）

地域の声として、新興善地区連合⾃治会⻑であり、また、ほこみち⻑
崎未来検討委員会委員でもある中川進吾⽒より、ほこみちに関する想い
を述べていただきました。

登壇者：安元 哲男 ⽒（ながさきのさきプロジェクト）
「岬のエリア」の暮らしや営みなど⽬に⾒えない記憶を集めることによ
り、まちの根底にある魅⼒を探っていくことを⽬的として活動されてい
る安元哲男⽒より、国道34号周辺の歴史や記憶について説明いただき、
ながさきのさきプロジェクトの活動を踏まえたほこみちの活⽤⽅法につ
いて意⾒をいただきました。

▲岬のエリアの活動紹介の様⼦（安元⽒）

▲岬のエリアの活動紹介の様⼦（中川⽒）



１．“第１回 ほこみち長崎未来ワークショップ”の開催状況 2

▲各班の発表の様⼦

②ワークショップ

道路等を使ったアイディア
・⽇時によって⾞道⇔歩道が変

わったり、コンセプトが変わ
るような柔軟な活⽤

・起業したい⼈のチャレンジス
ペースとしての活⽤

・本が読めるブック屋台や、カ
フェ、マルシェなど、滞在で
きる空間としての活⽤ など

国道34号周辺のいいところ
（資源）

・⻑崎発祥の地であり、歴史を
感じる⽯垣や⽯碑がある

・⻑崎では少ないまっすぐな通
りで、旧県庁もなくなり⾒通
しがよく、『抜け感』がある

・⻑崎の特徴である“坂の町”を
まちなかで感じられる場所で
ある など

イマイチなところ（課題）
・以前はビジネス街で活気が

あったが、県庁や市役所が移
転し、⼈通りも少なくなった

・⽬的地となる場所が少ない
・⽯碑は多いがあまり知られて

おらず、重要度も分からない
・ベンチなど休むところがない

など

▲ワークショップの様⼦

▼主な意⾒

・ワークショップを通じて、国道34号周辺のいいところ、イマイチなところ、道路等を使ったアイディ
アについて様々な意⾒をいただきました

テーマ：みんなで国道34号周辺について語ろう
コーディネーター：平⼭広孝 ⽒、岩本諭 ⽒（ほこみち⻑崎未来検討委員会委員)

「国道34号周辺のいいところ（資源）、イマイチなところ（課題）、道路
等を使ったアイディア」について、各班に分かれて意⾒交換を⾏い、その結
果を発表しました。

「歴史を感じる⽯垣や⽯碑がある」「通りの『抜け感』がある」といった
資源の⼀⽅、「⽣活感に乏しい」「⽬的地が少ない」といった課題が挙げら
れました。アイディアとして、「⽇時によって⾞道⇔歩道が変わる柔軟な活
⽤を」「起業したい⼈のチャレンジスペースとして」など、ほこみちの活⽤
⽅法について様々な意⾒をいただきました。



２．“第２回ほこみち長崎未来ワークショップ”の開催状況 3

【⽇ 時】令和６年９⽉27⽇(⾦) 18:30〜20:30
【場 所】⻑崎商⼯会議所 ２階ホール
【参加⼈数】19名

主な内容
①これまでの振り返り

ほこみち制度の概要や、これまで実施したシンポジウム・ワークショップの内
容について、ほこみち⻑崎未来検討委員会委員であり、また、今回のワークシ
ョップのコーディネーターでもある岩本諭⽒より説明を⾏いました。

国道34号⻑崎市桜町〜万才町の区間（約749ｍ）が歩⾏者利便増進道路（通称：ほこみち）に指定
されたことを踏まえ、国道34号周辺（岬のエリア）の活⽤⽅法について、地域の皆様と共に考えて
いくための、「第２回ほこみち⻑崎未来ワークショップ」を開催しました。

▲都⼼まちづくり構想の説明（⻑崎市）

▲これまでの振り返り（岩本⽒）
②都心まちづくり構想について

令和６年４⽉に策定した「⻑崎都⼼まちづくり構想」について、⻑崎市まちづ
くり部都市計画課より説明を⾏いました。
ほこみち指定区間が位置する岬のエリアは都⼼部の中⼼であり、「まちなか」
「海辺」「川辺」のそれぞれのエリアをつなぐ場所であること、かつ、エリア
間の⼈の流れを⽣み出すポンプとなるべき中⼼軸であること等の重要性を⽰し
たうえで、岬のエリアにおける各種構想・計画など、今後の都⼼まちづくりの
⽅向性が⽰されました。



２．“第２回ほこみち長崎未来ワークショップ”の開催状況

３．ワークショップ

• 各班に分かれて、第１回ワークショップの議論（資源・課題・アイディア）を振り返り、気づきの共有や、
新たな視点について意⾒交換を⾏いました。

• その上で、「通りの将来像（国道34号で⼤事にしたい価値観・キーワード）」と、「通りの過ごし⽅（理想
の過ごし⽅や、活⽤のアイディア等）」について意⾒交換を⾏いました。

• 「通りの将来像」については、多くの班が「歴史」や「岬」をキーワードに、「過去と未来をつなぐ道」や
「岬ストリート」などが挙げられました。「通りの過ごし⽅」については、「ゆっくり休む」「読書をす
る」「四季を感じる」「歴史を学ぶ」「休⽇はイベントを実施して平⽇と休⽇で過ごし⽅を変える」など、
アイディアあふれる、理想の過ごし⽅に関する様々な意⾒が挙げられました。
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テーマ：第１回ワークショップの意見の共有／通りの将来像を考えよう／通りの過ごし方を考えよう

▲ワークショップ⾵景（⼀部加⼯しています）



２．“第２回ほこみち長崎未来ワークショップ”の開催状況

Ａ班・将来像：ミサキ（サキ・シキ・キキ）ストリート・・・岬の「サキ」、四季を感じる「シキ」、「キキ」を乗り越える防災
・キーワード：⻑崎街道、並⽊道、⽊陰に集うイベント、季節を感じる、⽂化交流、防災の道、溜まり場、チャレンジ
・過ごし⽅：ゆっくり休憩、ベンチに座って読書する、並⽊の下で⾵を感じる、休⽇に朝市（歩⾏者天国）、防災イベントの開催、など
・必要なもの：ベンチ、テーブル、芝⽣、コーヒーショップ、並⽊道、トイレ、防災グッズ、イベントができる適度なスペース、など
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各班の発表

B班 ・将来像：歴史と文化（キーワード）／“昔”と“今”をつなぐ道／“みなと”と“まち”をつなぐ道／文化の風の道／長崎の風の道

・キーワード：ゆっくりできる、歴史を体感、映える道、つなぐ、周りを引き⽴てる
・過ごし⽅：のんびり歩きながら時々休む、勉強できる、歴史探検、34号写真コンテスト、若者も楽しめるような映える道（ライトアップ）など
・必要なもの：ベンチ、テーブル、Wi-Fi、など

Ｃ班・将来像： “⻑崎”のはじまりを知る通りとして、記憶を⼈の営みをつむぎ続ける「⾒崎（みさき）・岬」
・キーワード：起源、⽣み出す場所、営み、ひとやすみ、歴史を紡ぐ、営み、先端、⼦どもの声、挑戦、安らぎの場。
・過ごし⽅：コーヒーを飲みながら本を読む、県外の友⼈とまち歩き、蚤の市や朝市、電動キックボードで移動したい、など
・必要なもの：⽇陰、ベンチ（パラソル付き）、テーブル、店舗、歴史を伝えるアート看板、 ⾳楽、Wi-Fi、電動キックボード、など

Ｄ班・将来像：２つの顔をもつ道 “ハレ”と“ケ” “終わり”と“始まり” “古さ”と“新しさ”
・キーワード：歴史、⻑崎発祥、⾃由に過ごす、緑などほっとするもの、始まり、終着点、地元の⼈も観光の⼈も楽しめる、
・過ごし⽅：おしゃれにランチ、リモート会議、テラスでコーヒーを飲む、散歩して時々休む、おくんちで屋台フードを楽しむ、など
・必要なもの：ベンチ、テーブル、パラソル、 Wi-Fi、電源、ゆとりのあるスペース、コーヒースタンド、キッチンカー、など

E班 ・将来像：歴史を辿り過去と未来をつなぐ〜岬ストリート〜
・キーワード：歩くだけでなく留まれる、街路樹、オリジン、岬、出発点、発祥、散歩、安⼼安全
・過ごし⽅：読書、散歩（夜も）、歴史を感じる、季節の花を愛でる、24時間複数⼈で勉強できる、⻑崎の県産品を集めたマルシェ、など
・必要なもの：ベンチ、テーブル、⽇よけ、テント、トイレ、店舗、季節に応じた花や⽊、 印象的な照明設備、歴史的な街灯・⽯畳、Wi-Fi、など

【⽅向性（キーワード）】
歴史と⽂化（⻑崎のはじまり、昔と今） / 四季・緑（季節・⾵・並⽊道 ・花） / 快い（休む・散歩・のんびり）



３．ワークショップを踏まえた“通りのコンセプト” （素案）

ほこみち活⽤の具体例
まちなかにいながらも、歴史と緑を感じゆっくりたたずむ・くつろぐ、といった「静」の使い⽅や、⼈と⼈が⾏き交い、新しい活
動や交流が⽣まれる「動」の使い⽅など、⽇や時間帯によって姿を変えることで、⻑崎の新しい⽂化を創造していきます。
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これまでのワークショップを踏まえ、ほこみち指定区間である国道34号桜町〜万才町間の“通りのコ
ンセプト” （素案） を以下のように設定します。

歴史を⽣かし新たな⽂化を創造する、季節感じるシンボルストリート
〜⻑崎四季快道〜

【コンセプトに込めた想い】
「岬のエリア」は⻑崎発祥の場所であり、幾多の歴史や⽂化・交流を育んできた道です。この歴史を継承し、

新たな⽂化を創造する現代のシンボルストリートとして発展させていきます。そして、四季折々の緑と伝統⾏事
が織りなす⾵景の中で、⼈々が⼼地よく⾏き交う“⻑崎四季快道”を⽬指します。この通りを舞台に、⻑崎の新た
な⽂化や景⾊を⽣み出し、未来へ歴史を紡いでいきます。

試験運⽤を実施し、道路空間利活⽤に関する、効果の把握と課題への対応策を検討（令和７年実施予定）

【快い】のイメージ
• 通りを散歩し、合間にベンチに座っ
てランチやひとやすみ

• 図書館で本を借りて、通りでコー
ヒーを飲みながら⻘空読書

• オフィスワーカー同⼠で、たまには
通りで異業種交流会

• ⽇曜朝市で旬な県産品を堪能 など

【四季】のイメージ
• 四季を感じられる植栽の設置
• 季節ごとの伝統⾏事が楽しめる（お
くんち、ランタン、等）

• ⽊陰、⽇陰をつくる
• ライトアップによる景観演出により、
夜の散策・滞在スポットとしても発
信 など

【歴史・⽂化】のイメージ
• 伝統⾏事の発表の場
• エリアの歴史を案内する看板の設置
• 歴史・⽂化をモチーフとしたモニュ
メント、アート、マンホールの設置

• 岬のエリアの歴史探検さるくで、地
域内外の⼈々と交流 など

※試験運⽤を進める上での留意点について、本検討委員会で確認（試験運⽤の詳細は次回提⽰予定）

沿線住⺠・沿線事業者へのアンケート・
ヒアリングによるニーズの把握（予定）

第３回ワークショップによる、試験運⽤に対する
意⾒・アイディアの把握（予定）



7４．道路交通状況(自動車交通量)

・指定区間の⾃動⾞交通量は、櫻橋交差点を境に約３割減少し、江⼾町交差点に向けて更に約3割減少
・上り線のピーク時間帯は17時台、下り線のピーク時間帯は午前中に発⽣

ながさき

⻑崎市

： 直轄国道
： 補助国道
： 県道

凡 例
▼（上り線）自動車交通量

▼（下り線）自動車交通量
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データ：令和6年7月3日（水）実態調査結果

データ：令和6年7月3日（水）実態調査結果

▼自動車交通量（上下線合計）
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データ：令和6年7月3日（水）実態調査結果 昼夜率（令和3年度 道路交通センサス）を考慮して日交通量を設定
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・指定区間の上下線別交通量は、櫻橋〜桜町南側までは下り線が多いが、興善町北側では横這いになり、
興善町南側から万才町までは上り線が多い

・中でも、上下の交通量⽐（重⽅向）は櫻橋では約1.5倍と⾼い

ながさき

⻑崎市

： 直轄国道
： 補助国道
： 県道

凡 例
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桜町郵便局

●
長崎市
消防局

⾄時津町

県警本部
跡地 ●

長崎労働局●
佐賀銀行
長崎支店

●
家庭裁判所
簡易裁判所

長崎振興局
●

▼自動車交通量（上下線合計）

市役所

下り

上り

▲上下線の交通量比率

※下り交通量/上り交通量

▼上下線別交通量 （台/12h）

令和6年7月3日（水）実態調査
7：00～19：00（12時間）

8４．道路交通状況(自動車交通量)

②上下線別交通量

地点①
地点②

地点③ 地点④

地点⑤ 地点⑥

地点⑦ 地点① 地点② 地点③ 地点④ 地点⑤ 地点⑥ 地点⑦

地点① 地点② 地点③ 地点④ 地点⑤ 地点⑥ 地点⑦



9４．道路交通状況(渋滞)

： 直轄国道
： 補助国道
： 県道

凡 例

・国道34号の下り線では、櫻橋交差点を先頭に朝8時台で⼤きな渋滞が発⽣
・その他の箇所は、⼀部の⽅向で渋滞がみられるが⼤きな交通阻害は発⽣していない

櫻橋
江⼾町

市役所
跡地

大波止

桜町

五島町

市立図書館
●

県庁
跡地

長崎
市役所

万才町

興善町

桜町

202

●
商工会議所 ●

桜町郵便局

●
長崎市
消防局

⾄時津町

⾄
諫
早
市

県警本部
跡地

●
長崎労働局●

佐賀銀行
長崎支店

●
家庭裁判所
簡易裁判所

長崎振興局
●

指定区間

３４

324

データ：令和6年7月3日（水）実態調査結果
※数値は、時間帯毎の最大値

(ｍ)

⾄時津町

渋滞なし

渋滞なし

渋滞なし

(ｍ)

市役所

朝8時台に
⼤きく渋滞
朝8時台に
⼤きく渋滞

(ｍ)

(ｍ)

渋滞はあるが
⼤きな交通阻害はなし

渋滞はあるが
⼤きな交通阻害はなし

(ｍ)

渋滞はあるが
⼤きな交通阻害はなし

渋滞はあるが
⼤きな交通阻害はなし

渋滞はあるが
⼤きな交通阻害はなし

渋滞はあるが
⼤きな交通阻害はなし



・指定区間には、上下線それぞれで⼀⽇700便以上の路線バスが運⾏しておりバスの需要が⾼い路線と
なっている。

・そのため、バス停にバスが連続して停⾞する時間帯も発⽣している状況

４．道路交通状況(路線バス) 10

⾄
諫
早
市

県庁
跡地

県警本部
跡地

324

市役所
跡地

市立図書館
●

長崎
市役所

万才町
興善町

桜町

●
商工会議所

●
桜町郵便局

市役所

●
佐賀銀行
長崎支店

●
家庭裁判所
簡易裁判所

長崎振興局
●

３４
市役所上

バス停(下り)

興善町①
バス停(上り)

万才町
バス停(下り)

万才町
バス停(上り)

めがね橋経由
303便（左折）

興善町
バス停(下り)

めがね橋経由
68便（右折）

興善町②
バス停(上り)

713便 713便
68便

(めがね橋経由のみ停車)
781便

835便835便

532便

： 直轄国道
： 補助国道
： 県道

凡 例

（単位：便/日）

櫻橋江⼾町

長崎バス：570便
県営バス：211便

長崎バス：553便
県営バス：282便

●
商工会議所

●
長崎労働局

市役所上
バス停(上り)

●
長崎市
消防局

●
長崎市
消防局

長崎バス：569便
県営バス：211便

長崎バス：547便
県営バス：282便

データ：長崎バス、長崎県営バス時刻表（R6.10）より作成



・歩⾏者数は約1,400〜4,300⼈/12hで、休⽇に⽐べて平⽇(特に通勤時間帯)の⽅が多く通⾏

11４．道路交通状況(歩行者・自転車)

櫻橋

江⼾町

ながさき

⻑崎市

長崎県庁

市役所
跡地

大波止

新地中華街
西浜町

浜町アーケード

観光通

めがね橋 市役所

桜町

五島町

指定区間

市立図書館
●

県庁
跡地

長崎
市役所

万才町

NTT⻑崎
⽀店前

興善町

桜町
３４

202

324

●
商工会議所 ●

桜町郵便局

●
家庭裁判所
簡易裁判所

長崎振興局
●

●
佐賀銀行
長崎支店

●
長崎市
消防局

県警本部
跡地

： 直轄国道
： 補助国道
： 県道

凡 例

●
長崎労働局

万才町付近

⾄時津町

市役所

地点①
地点②

市役所跡地付近

データ：通⾏量調査（平⽇：R6.1.30(⽕)、休⽇：R6.2.12(⽉祝)）

歩⾏者・⾃転⾞通⾏量
＜平⽇＞ 歩⾏者2,422⼈/12h、⾃転⾞31台/12h

地点①

万才町
付近

＜休⽇＞歩⾏者1,830⼈/12h、⾃転⾞25台/12h

＜平⽇＞歩⾏者4,265⼈/12h、⾃転⾞41台/12h

地点②

市役所
跡地
付近

＜休⽇＞歩⾏者1,370⼈/12h、⾃転⾞36台/12h

⾄
諫
早
市

126
302

149 144
252 238 163 139 143 158

345 263

1 1 7 4 2 6 2 1 1 2 3 1
0

200
400
600
800
1000

7時
台

8時
台

9時
台

10
時

台

11
時

台

12
時

台

13
時

台

14
時

台

15
時

台

16
時

台

17
時

台

18
時

台

24 48 121 137 163 176 235 202 194 167 188 175
0 1 2 1 2 2 1 4 0 4 5 3

0
200
400
600
800
1000

7時
台

8時
台

9時
台

10
時

台

11
時

台

12
時

台

13
時

台

14
時

台

15
時

台

16
時

台

17
時

台

18
時

台

406

760

254 213 265
398 321 277 312 283

432 344

2 3 3 3 5 5 4 6 4 1 3 2
0

200
400
600
800
1000

7時
台

8時
台

9時
台

10
時

台

11
時

台

12
時

台

13
時

台

14
時

台

15
時

台

16
時

台

17
時

台

18
時

台

41 63 89 107 121 144 175 150 141 128 116 95
4 1 2 2 2 2 2 3 5 6 4 3

0
200
400
600
800
1000

7時
台

8時
台

9時
台

10
時

台

11
時

台

12
時

台

13
時

台

14
時

台

15
時

台

16
時

台

17
時

台

18
時

台

歩⾏者(⼈/時) ⾃転⾞(台/時)

歩⾏者(⼈/時) ⾃転⾞(台/時)

歩⾏者(⼈/時) ⾃転⾞(台/時)

歩⾏者(⼈/時) ⾃転⾞(台/時)

【参考】H17センサス；歩⾏者6,859⼈/12h、⾃転⾞137台/12h

第２回検討会資料 抜粋



５．空間再配分に向けた幅員設定 12

長崎
市役所

現況横断図（中央帯が有る区間：市⽴図書館付近） 現況横断図（中央帯が無い区間：市役所跡地付近）

第２回検討会資料 抜粋

・指定区間の⾞線数は4⾞線で、中央帯が有る幅員が広い区間と中央帯が無い幅員が狭い区間が存在
・歩道は、歩⾏者等が通⾏するために必要最低限の幅員であることから、道路交通状況等を踏まえなが

ら、賑わい空間の創出に向けた⼯夫・調整が必要

①現況の幅員構成



・幅員設定に関する道路交通状況は右表の通り

３４

櫻橋

江⼾町

ながさき

⻑崎市

長崎県庁

市役所
跡地

出島

大波止

新地中華街
西浜町

浜町アーケード

観光通

めがね橋 市役所

桜町

五島町

新大工町

指定区間

市立図書館
●

県庁
跡地

長崎
市役所

万才町

NTT⻑崎
⽀店前

興善町

桜町
３４

499

202

324

●
商工会議所 ●

桜町郵便局

●
家庭裁判所
簡易裁判所

長崎振興局
●

●
佐賀銀行
長崎支店

●
長崎市
消防局

県警本部
跡地

： 直轄国道
： 補助国道
： 県道

凡 例

●
長崎労働局

4⾞線⾞線数
12,200台/⽇〜
17,100台/⽇⾃動⾞交通量※1

2,422⼈/12h万才町付近歩⾏者
通⾏量※2 4,265⼈/12h市役所跡地付近

31台/12h万才町付近⾃転⾞
通⾏量※2 41台/12h市役所跡地付近

※1：令和6年7⽉3⽇（⽔）実態調査結果
昼夜率（令和3年度道路交通センサス）を考慮して⽇交通量を設定

※2：歩⾏者・⾃転⾞通⾏量調査（R6.1.30(⽕)）

【指定区間の道路交通状況】

⾄諫早市

市役所

万才町付近

市役所跡地付近

５．空間再配分に向けた幅員設定

②幅員設定の基となる交通状況の整理

13



③道路空間再配分の考え⽅
５．空間再配分に向けた幅員設定 14

ケース②（３⾞線）ケース③（２⾞線）ケース①（４⾞線）項⽬ 設定条件幅員設定設定条件幅員設定
・⾞線数を減らして道路空間

を再配分
ケース②：3⾞線
ケース③：2⾞線・現況の⾞線数を維持４⾞線⾞線数

⾞
道
空
間

同左・第27条平⾯交差点における
⾞道幅員の最⼩値を採⽤3.00ｍ⾞線幅員

・2⾞線の場合は省略ケース②：1.00m
ケース③：未設置

・現況で中央帯がある区間に
設置1.00ｍ中央帯

同左

・⾃転⾞通⾏帯を設置するた
め省略−路肩

・道路構造令に準拠して⾃転
⾞通⾏帯を設置

※歩⾏者通⾏量：500⼈以上
※規制速度：50km/h
※⾃転⾞交通量：41台(12ｈ)

1.50ｍ
（⾃転⾞通⾏帯）

⾃転⾞
通⾏部

⾃
転
⾞
通
⾏
空
間

・歩⾏者の交通量が多い
※歩⾏者通⾏量：500⼈以上3.50ｍ歩道部歩

⾏
空
間

④幅員設定

ケース① ：４⾞線のまま中央帯等の幅員を縮⼩して道路空間を再配分するケース
ケース② ：⾞線数を４⾞線から３⾞線に減少させて道路空間を再配分するケース
ケース③ ：⾞線数を４⾞線から２⾞線に減少させて道路空間を再配分するケース
道路規格 ：第４種第１級（都市部・交通量１万台以上）

：歩⾏者が多いため、歩⾏者が優先になるよう歩⾏者と⾃転⾞を分離する⾃転⾞通⾏帯を想定
するが、現地の交通状況等を鑑みながら今後要調整

⾃転⾞
歩⾏空間



６．指定区間の空間再配分のパターン 15

ケース①：４⾞線のまま空間再配分した場合
・中央帯がある区間では、標準部（単路部）において3.5m程度、交差点部において2ｍ程度の利便増進

誘導区域の確保が可能
・中央帯がない区間では、利便増進区域が確保できない

中央帯が無い区間中央帯が有る区間
＜標準部＞＜標準部＞

＜交差点部＞＜交差点部＞

歩

道

⾃
転
⾞
通
⾏
帯

⾃
転
⾞
通
⾏
帯

歩

道

歩

道

⾃
転
⾞
通
⾏
帯

⾃
転
⾞
通
⾏
帯

歩

道

利
便
増
進

誘
導
区
域

利
便
増
進

誘
導
区
域

歩

道

⾃
転
⾞
通
⾏
帯

⾃
転
⾞
通
⾏
帯

歩

道

利
便
増
進

誘
導
区
域

利
便
増
進

誘
導
区
域

歩

道

⾃
転
⾞
通
⾏
帯

⾃
転
⾞
通
⾏
帯

歩

道

歩 道

⾃転⾞通⾏帯
利便増進誘導区域（案）



６．指定区間の空間再配分のパターン 16

ケース①：４⾞線のまま空間再配分した場合

中央分離帯

凡 例
歩 道
利便増進誘導区域案）

⾃転⾞通⾏帯

横断歩道橋 乗り⼊れ部

バス停（既設）

駐 駐⾞場

記念碑

桜町

興善町

万才町

万才町

万才町興善町

興善町 駐 駐

駐駐駐駐

駐
駐

駐駐駐

駐 駐 駐

県庁
跡地

⾄⼤波⽌

⾄
櫻
橋

⻑崎市⽴図書館

下り線

上り線

興善町
⻑崎市興善
尋常⼩学校跡 活版伝習所跡

唐通事会所跡

⻑崎県振興局

荷捌き2台

駐⻑崎市中央消防署

⻑崎家庭裁判所

都市計画幅 W=30.0ｍ

NTT長崎支店前

■代表地点の利便増進誘導区域の幅員
桜町～興善町 (下り）0.1～2.0ｍ

(上り）2.0～4.4ｍ
興善町～NTT長崎支店前 (下り）1.9～2.0ｍ

(上り）1.9～2.0ｍ
NTT長崎支店前～万才町 (下り）1.3～3.5ｍ

(上り）0.5～3.4ｍ

・上り側では、最⼤で⻑崎市⽴図書館前において、2.6ｍ〜4.4ｍの利便増進誘導区域が確保
・下り側では、⻑崎家庭裁判所前において、1.3ｍ〜3.5ｍの利便増進誘導区域が確保

興善町

上下⽔道局
⼯事中（取壊し）

市役所跡
⼯事中（取壊し）

市役所前
駐 ⾄

江
⼾
町⾄

諫
早
市

⻑崎商⼯会下り線

上り線

都市計画幅 W=22.0ｍ

櫻橋 郵便局

桜町

市役所前

江戸町

荷捌き1台

0.1ｍ〜2.0ｍ 1.6ｍ〜1.7ｍ 1.9ｍ〜2.0ｍ 1.3ｍ〜3.5ｍ

2.0ｍ〜3.5ｍ 2.6ｍ〜4.4ｍ 1.9ｍ〜2.0ｍ 0.5ｍ〜3.4ｍ



中央帯が無い区間中央帯が有る区間
＜標準部＞＜標準部＞

＜交差点部＞＜交差点部＞

17

６．指定区間の空間再配分のパターン 17

ケース②：４⾞線から３⾞線に空間再配分した場合
・中央帯がある区間では、標準部（単路部）において5ｍ程度、交差点部において3.5m程度の利便増進

誘導区域の確保が可能
・中央帯がない区間では、利便増進区域が確保できない

歩

道

⾃
転
⾞
通
⾏
帯

⾃
転
⾞
通
⾏
帯

歩

道

歩

道

歩

道

利
便
増
進

誘
導
区
域

歩

道

⾃
転
⾞
通
⾏
帯

利
便
増
進

誘
導
区
域

利
便
増
進

誘
導
区
域

歩

道

⾃
転
⾞
通
⾏
帯

⾃
転
⾞
通
⾏
帯

歩

道

歩

道

利
便
増
進

誘
導
区
域

⾃
転
⾞
通
⾏
帯

歩 道

⾃転⾞通⾏帯
利便増進誘導区域（案）

⾃
転
⾞
通
⾏
帯

⾃
転
⾞
通
⾏
帯



６．指定区間の空間再配分のパターン 18

ケース②：４⾞線から３⾞線に空間再配分した場合

⾄
江
⼾
町

都市計画幅 W=22.0ｍ

櫻橋

駐

⾄
諫
早
市

市役所前

市役所前

上下⽔道局
⼯事中（取壊し）

市役所跡
⼯事中（取壊し）

⻑崎商⼯会下り線

上り線

桜町

郵便局

興善町

万才町

都市計画幅 W=30.0ｍ

万才町

万才町興善町

興善町
駐 駐

駐駐駐駐駐駐駐

駐 駐 駐
駐⾄

櫻
橋 県庁

跡地

興善町 万才町

桜町

下り線

上り線

⻑崎市興善
尋常⼩学校跡

興善町

荷捌き１台

荷捌き4台

荷捌き１台

荷捌き１台

⻑崎家庭裁判所

⻑崎県振興局

NTT長崎支店前

荷捌き１台
駐

駐

⻑崎市⽴図書館

活版伝習所跡
唐通事会所跡

⻑崎市中央消防署

歩 道
利便増進誘導区域（案）

⾃転⾞通⾏帯

横断歩道橋
乗り⼊れ部
バス停（既設）

駐 駐⾞場

記念碑

■代表地点の利便増進誘導区域の幅員
桜町～興善町 (下り）0.8～3.5ｍ

(上り）1.7～5.9ｍ
興善町～NTT長崎支店前 (下り）1.2～3.3ｍ

(上り）0.6～3.6ｍ
NTT長崎支店前～万才町 (下り）2.8～4.9ｍ

(上り）0.9～5.1ｍ
万才町～江戸町 (下り）1.8～1.9ｍ

(上り）2.0ｍ

興善町

0.8ｍ〜3.5ｍ 2.9ｍ〜3.1ｍ 1.2ｍ〜3.3ｍ 2.8ｍ〜4.9ｍ

1.7ｍ〜5.1ｍ 1.9ｍ〜5.9ｍ 0.6ｍ〜3.6ｍ 0.9ｍ〜5.1ｍ 2.0ｍ

1.8ｍ〜1.9ｍ
江戸町

・上り側では、最⼤で⻑崎市⽴図書館前において、1.9ｍ〜5.9ｍの利便増進誘導区域が確保
・下り側では、⻑崎家庭裁判所前において、2.8ｍ〜4.9ｍの利便増進誘導区域が確保

凡 例



中央帯が無い区間中央帯が有る区間

＜標準部＞＜標準部＞

＜交差点部＞＜交差点部＞
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ケース③：４⾞線から２⾞線に空間再配分した場合
・中央帯がある区間では、標準部（単路部）において7ｍ程度、交差点部において5.5ｍ程度の利便増進

誘導区域の確保が可能
・中央帯がない区間においても、標準部（単路部）において約3ｍ程度、交差点部において約1.5ｍ程度

の利便増進区域の確保が可能

歩

道

利
便
増
進

誘
導
区
域

⾃
転
⾞
通
⾏
帯

⾃
転
⾞
通
⾏
帯

利
便
増
進

誘
導
区
域

歩

道

歩

道

利
便
増
進

誘
導
区
域

⾃
転
⾞
通
⾏
帯

⾃
転
⾞
通
⾏
帯

利
便
増
進

誘
導
区
域

歩

道

歩

道

利
便
増
進

誘
導
区
域

⾃
転
⾞
通
⾏
帯

⾃
転
⾞
通
⾏
帯

利
便
増
進

誘
導
区
域

歩

道

歩 道

⾃転⾞通⾏帯
利便増進誘導区域（案）

歩

道

利
便
増
進

誘
導
区
域

⾃
転
⾞
通
⾏
帯

⾃
転
⾞
通
⾏
帯

利
便
増
進

誘
導
区
域

歩

道
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ケース③：４⾞線から２⾞線に空間再配分した場合

歩 道
利便増進誘導区域（案）

⾃転⾞通⾏帯

横断歩道橋
乗り⼊れ部
バス停（既設）

駐 駐⾞場

記念碑

■代表地点の利便増進誘導区域の幅員
櫻橋～櫻町 (下り）1.6～1.8ｍ

(上り）1.6～4.4ｍ
桜町～興善町 (下り）2.2～5.6ｍ

(上り）3.5～7.8ｍ
興善町～NTT長崎支店前 (下り）3.3～5.5ｍ

(上り）2.4～5.5ｍ
NTT長崎支店前～万才町 (下り）3.6～6.7ｍ

(上り）1.3～6.9ｍ
万才町～江戸町 (下り）2.2～2.3ｍ

(上り）2.4ｍ

興善町 万才町 江戸町

都市計画幅 W=30.0ｍ

万才町

万才町興善町

興善町 駐 駐

駐駐
駐駐

駐

駐

駐
駐

駐 駐 駐⾄
櫻
橋

県庁
跡地

⻑崎家庭裁判所

⻑崎市中央消防署

興善町桜町

上り線

⻑崎市興善
尋常⼩学校跡 活版伝習所跡

唐通事会所跡

興善町

荷捌き4台 ⻑崎県振興局

荷捌き１台

下り線

NTT長崎支店前

興善町
⻑崎市⽴図書館

荷捌き１台

駐

荷捌き１台

駐

荷捌き１台

万才町

万才町

2.9ｍ〜5.6ｍ 2.2ｍ〜5.1ｍ 3.3ｍ〜5.5ｍ 3.6ｍ〜6.7ｍ

3.5ｍ〜7.0ｍ 3.8ｍ〜7.8ｍ 2.4ｍ〜5.5ｍ 1.3ｍ〜6.9ｍ 2.4ｍ

2.2ｍ〜2.3ｍ

市役所前

櫻橋

駐
⾄
江
⼾
町⾄

諫
早
市

市役所前

市役所前

都市計画幅 W=22.0ｍ
上下⽔道局

⼯事中（取壊し）

市役所跡
⼯事中（取壊し）

バス停の移設
市役所前

下り線

上り線

桜町

郵便局
⻑崎商⼯会

1.6ｍ〜1.8ｍ

1.6ｍ〜4.4ｍ

・上り側では、最⼤で⻑崎市⽴図書館前において、3.8ｍ〜7.8ｍの利便増進誘導区域が確保
・下り側では、⻑崎家庭裁判所前において、3.6〜6.7ｍの利便増進誘導区域が確保

凡 例



中央帯が無い区間中央帯が有る区間

＜標準部＞＜標準部＞

＜交差点部＞＜交差点部＞
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ケース④：その他
・その他、パターンとして、⾞線は４⾞線を確保して中央分離帯を未設置とし、利便増進誘導区域を⽚

側に寄せた案
・これにより⽚側においては、利便増進誘導区域が最⼤幅員を確保可能

歩

道

⾃
転
⾞
通
⾏
帯

⾃
転
⾞
通
⾏
帯

利
便
増
進

誘
導
区
域

歩

道

歩 道

⾃転⾞通⾏帯
利便増進誘導区域（案）

歩

道

⾃
転
⾞
通
⾏
帯

⾃
転
⾞
通
⾏
帯

利
便
増
進

誘
導
区
域

歩

道

歩

道

⾃
転
⾞
通
⾏
帯

⾃
転
⾞
通
⾏
帯

歩

道

歩

道

⾃
転
⾞
通
⾏
帯

⾃
転
⾞
通
⾏
帯

歩

道
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ケース④（その他）ケース③（２⾞線）ケース②（３⾞線）ケース①（４⾞線）項⽬

【片側では最も広い】【両側では最も広い】
・1.9ｍ～7.6ｍ(桜町～江戸町)
・1.3ｍ～4.4ｍ(桜橋～櫻町)

【車道２車より狭い】
・1.5ｍ～5.6ｍ(桜町～江戸町)

【最も狭い】
・1.6ｍ～4.4ｍ(桜町～江戸町)幅員

利
便
増
進

誘
導
区
域

歩
道
空
間 ２位１位２位３位

【影響なし】
・現況と同じ

【渋滞悪化】
・櫻橋交差点（下り）
：200ｍ⇒450ｍ

※興善町バス停の後続車阻害
・江戸町交差点（国道324号）
：0ｍ⇒160ｍ

※国道34号の先詰まり

【渋滞悪化】
・江戸町交差点（国道324号）
：0ｍ⇒160ｍ

※国道34号先詰まり

【影響なし】
・現況と同じ

渋滞の
発⽣⼀

般
⾞
へ
の
影
響

⾞
道
空
間

〇△△〇

【安全性低下】
・中央帯がないため４車より低下

【安全性低下】
・４車線より低下

【安全性低下】
・４車線より低下

【影響なし】安全性
△△△〇

【影響なし】
・現況と同じ

【利便性低下】
・通勤時間帯のバスの定時性低下
（国道34号、国道324号）

・市役所上バス停移設による利用者の利便
性低下

【利便性低下】
・通勤時間帯のバスの定時性低下
(国道324号)

【影響なし】
・現況と同じバスの

利便性

公
共
交
通
へ
の

影
響

〇△△〇

【影響なし】
・現況と同じ

【影響あり】
・渋滞区間の通過に影響
(国道34号、国道324号)

・救急車両の出入りに影響

【影響あり】
・渋滞区間の通過に影響
（国道324号）

【影響なし】
・現況と同じ救急⾞

の⾛⾏

緊
急
⾞
両
へ
の

影
響

〇△△〇

・４⾞線のまま道路空間を再編した場合、利便増進誘導区間は最も狭いが幅員は1.6ｍ〜4.4ｍ確保可能
・３⾞線や２⾞線に⾞線数を減らした場合、利便増進誘導区間は広くなるが、渋滞悪化に伴う安全性や公

共交通、救急への影響が⼤きいことが予想

※交通シ
ミュレー
ション

※〇：現況を維持または影響なし △現況より悪化または影響あり



８．今後の進め方(案)

■今後の進め⽅(案)
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R７年度R６年度

道
路
空
間

利
活
用
検
討

道
路
空
間

再
配
分
検
討

第
３
回

ほ
こ
み
ち
長
崎
未
来
検
討
委
員
会

第
４
回

ほ
こ
み
ち
長
崎
未
来
検
討
委
員
会

試
験
運
用
の
実
施
（
予
定
）

【試験運用の実施に向けた計画・調整】

・試験運用の実施計画
・関係機関との調整
・効果検証計画
・広報計画 など

【交通処理の検証】
・減車線化した場合の影響分析

【試験運用向けた計画・調整】

・交通処理等の検討・協議
・試験運用の実施計画
・関係機関との調整
・効果検証計画
・広報計画 など

【課題把握】

・試験運用時の課題
把握

【課題を踏まえた対応】
・課題を踏まえた、賑
わい空間の導入機
能の検討、及び交通
運用の検討


